
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

  学 校 名 多治見市立昭和小学校附属幼稚園 

実 施 期 間 平成２５年１１月 ６日（水） 

実 施 概 要 
 

 
お茶会 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保護者                 １０人  
  計  １３人 

地域関係者                   ３人 

実 施 状 況 
 

・事前に茶道連盟の方と、内容や環境構成、日程などについて話し合う場を設
けた。 

・いつもとは違った雰囲気で行えるよう四方を囲むようにじゅうたんを敷き詰
め、野点のように、子どもたちから先生がみえるようお茶を立てる場所を用
意。 

･お運びとお茶を受ける体験の両方ができるよう、子どもたちを４つのグルー
プに分け、前半・後半で交替しあい行った。 

・お菓子の取り方、お箸の使い方、挨拶の仕方、座り方、お運びの仕方など、
お茶の礼儀や作法を全体で教えていただき、その後体験。お茶の先生が一人
一人丁寧に声をかけながら指導して下さった。 

・園便りで事前に保護者に呼びかけをし、参加者を募った。 

・子どもたちの様子を参観し、その後保護者にも抹茶をいただく体験をしてい
ただいた。 

成果及び課題 
  

  

《成果》 

・「緊張感をもち、長い間正座で集中しているわが子の姿に驚いた。」 

・「こういう機会もなかなか無いのでとてもいい経験ができた。来年も続けて
ほしい。」 

・「親もなかなか体験できないのでとてもいい経験となった。また、今後の為
にお手前の受け方を少し教えていただけるとさらに良かった。」 

・いつもとは違う緊張感のある活動となったが、「正座は足が痛かったけど頑
張れた。」「楽しかった。」と子どもたちなりの受け止め方をし、とても大
切な経験であることを感じた。 

・一つ一つ丁寧に教えていただき、厳しさの中にも優しさがあり、日本の文化
である礼儀や作法、おもてなしの心に触れる事ができよかった。 

・他の学年も、年長児が行う姿を年齢に合わせた時間で見学するという参加方
法を取った。3歳児でも場の雰囲気を感じながら静かに見る姿があり、参加
された年長児の保護者の方も驚いておられた。 

・参加された保護者の方には好評で、いつもとは違う子どもたちの姿に驚くと
ともに、日々忘れがちな礼儀や作法などの大切さにも気づいてもらう事がで
きた。 

《課題》 

・初めての活動であったので保護者の方の理解も得にくく、クラスの半分くら
いの参加率となった。多くの方に参加していただけるよう、来年度は今年度
の様子を伝えながら希望者を募りたい。 
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